
                     R8.6.4 危機管理部 

 

 新たな防災気象情報の運用開始と有事即応体制の確認について 

 
 5 月２９日から、気象台の新たな防災気象情報の運用が開始されています。 

多雨期を迎えるにあたり、改めて、各部における有事即応体制の確認をお願 

いします。 

 特に、災害対策本部の設置が予測される場合、各部長を始め、対応にあた 

る職員は早めの登庁準備ができるよう、気象台が発表する気象情報に留意し 

て下さい。 

 

 
＜災害対策本部が設置される場合（※設置後、早い段階で対策本部会議を開催）＞ 

①特別警報（レベル５）の発表 ←危険警報（レベル４）段階での準備意識を 

②震度５弱以上の地震 

③津波警報の発表 

④その他、知事が災害対策を総括的かつ統一的に処理する必要があると認める 

とき 

（災害が発生するおそれ段階での国の災害対策本部の設置など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



（参考：職員参集ハンドブック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


